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全 体 会 会 長 

 

： 戸田 竜也（北海道教育大学 釧路校） 

全 体 会 副 会 長 ： 髙瀬 勝洋（社会福祉法人 釧路市社会福祉協議会） 

運 営 会 長 ： 髙谷 さふみ（くしろ・ねむろ障がい者就業・生活支援センター ぷれん） 

運 営 副 会 長 ： 井上 真紀子（生活介護事業所 あゆみ） 

定 例 会 議 長 ： 佐々木 寛（一般社団法人ソーシャルカフェ） 

定 例 会 副 議 長 ： 新田 雄大（社会福祉法人 釧路市社会福祉協議会） 

  

【各部会役員】 

部  会 部 会 長 副 部 会 長 

相談支援部会 一般社団法人 ソーシャルカフェ 代表理事 佐々木  寛 

相談支援事業所 地域支援センターつばさ 管理者 西  康 介 

KCマヴィ 相談支援専門員 山 本  恵 美 

生活支援部会 そよかぜ釧路ケアセンター 部長 大峠 貴美枝 

生活介護事業所 あゆみ 管理者 井上 真紀子 

鶴が丘学園 支援課長 高橋 修 

権利擁護部会 くしろ合同法律事務所 弁護士 佐藤 圭 北海道地域生活定着支援釧路センター 所長 木村 未代子 

雇用就労部会 
くしろ・ねむろ障がい者就業・生活支援センターぷれん  

センター長 髙谷 さふみ 

はしどいライフラボ ぶるうむ 支援課長補佐 和泉  宜也 

くしろ夕日カフェ 管理者 佐藤 さつき 

教育療育部会 多機能型通所施設はばたき 所長 井川  哲雄 

相談支援事業所 サポートルームのおと  統括施設長 髙野  幸子 

放課後等デイサービス ゆ～ゆ～ 児童発達支援管理責任者  髙橋  聖也 

資料１ 



日中サービス支援型共同生活援助に係る協議会への報告等について 

 

 

１．「共同生活援助（グループホーム）」とは 

〇 主として夜間において、共同生活を営むべき住居において行われる相談、入浴、

排せつ又は食事の介護その他の必要な日常生活上の援助を行う。 

〇 施設等からの地域移行の促進及び地域生活の継続等、地域生活支援の役割を担

っている。 

〇 障害支援区分にかかわらず利用可能。 

 

２．釧路市内のグループホーム数、類型について（令和 3年 7月 20日 釧路総合振興局提供情報） 

 

 

 

＊外部サービス利用型 ～ 介護については外部の指定居宅介護事業者に委託 

＊介護サービス包括型 ～ 事業所の従業者が介護を提供 

 

３．「日中サービス支援型共同生活援助」とは 

〇 障がい者の重度化・高齢化に対応できる共同生活援助（グループホーム）の新た

な類型として創設（平成 30年 4月より）。 

〇 主な対象者は、重度化・高齢化のため日中活動サービス等を利用することがで

きない障がい者（日によって利用することができない障がい者を含む）。 

○ 重度の障害者等に対して常時の支援体制を確保することを基本とする。 

〇 地域における重度障がい者の緊急一時的な宿泊の場を提供するため、短期入所

を併設。 

 

４．「日中サービス支援型共同生活援助」の協議会等への報告とは 

日中サービス支援型共同生活援助事業所は、地域に開かれたサービスとすること

によりサービスの質の確保を図る観点から、地方公共団体が設置する協議会等に対

し、定期的に（年１回以上）事業の実施状況等を報告し、協議会等から評価を受ける

とともに、必要な要望、助言等を聴く機会を設けなければならないとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部サービス利用型 介護サービス包括型 日中サービス支援型 合計 

４事業所 ２３事業所 １０事業所 ３７事業所 

資料２ 

（参考）障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害

福祉サービスの事業等の人員、設備に関する基準 

第二百十三条の十（抜粋） 

協議会に対して定期的に日中サービス支援型指定共同生活援助の事業実施状況等を報告

し、協議会等による評価を受けるとともに、協議会等から必要な要望、助言等を聴く機会を

設けなければならない。 



５．協議会による、評価及び要望・助言について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今年度の報告事業所（予定） 

番号 法人名 事業所名 

1 株式会社 ピッチ＆パッチ ケアホーム かん月えん 

2 株式会社 ピッチ＆パッチ ケアホーム ＯＫ 

3 株式会社 ピッチ＆パッチ ケアホーム 9-5 

4 株式会社 ピッチ＆パッチ ケアホーム トーロ 

5 株式会社 ピッチ＆パッチ ケアホーム となり 

6 株式会社 いまい グループホーム いまい 

7 株式会社 いまい グループホーム かがやき 

8 株式会社 いまい グループホーム みやび 

 

 

 

 

○日中サービス支援型指定共同生活援助を行う事業所は、日中サービス支援型指

定共同生活援助事業所を地域に開かれたサービスとすることにより、当該サー

ビスの質の確保を図る観点から法８９条の 3 第１項に規定する協議会（全体

会）に定期的に実施状況等を報告します。 

 

○協議会では、事業存続や廃止についての議論ではなく、当該年度の事業内容に

ついて、必要に応じて要望・助言を行います。 

 

○要望・助言は「協議会の意見」として取りまとめます。 



日中サービス支援型共同生活援助に係る 

自立支援協議会への報告の流れ             R3.7.27 
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① 日中サービス支援型共同生活援助事業所（以下ＧＨ事業所）が、自立支援協議会運営会に、前年度の

事業実施状況及び前々年度以前の要望・助言に対する取り組み状況を報告する。１０月 運営会 

② 運営会の意見を集約する。 

③ 各部会長が必要に応じ専門部会の意見の集約を行い、事務局まで報告する。 

④ ②、③をもとに、全体会に運営会等で集約された意見について報告する。 

⑤ ④をもとに、全体会で「協議の意見」をまとめる。１２月 全体会 

⑥ 「協議会の意見」をＧＨ事業所へ通知する。 

⑦ 「協議会の意見」をを釧路総合振興局へ情報提供する。 

⑧ 「協議会の意見」をＧＨ事業所内で検討、取り組む。 

※ＧＨ事業所の報告担当者は運営会・全体会（求められた場合は各部会）へ出席し報告する 

 

 

※必要に応じ各専門 

部会へ意見聴取する 

資料３ 



令和 3年度 釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業の報告について 
 

１．拠点等事業における事前登録者数  ０人 

 

２．短期入所の定員超過利用による協力事業所数  ５事業所 

 

３．コーディネーター業務の実績 

 令和 2 年 12 月 令和 3 年 1～6 月 計 

(１) 事前登録に係る相談件数    1     7   8  

(２) 他のコーディネーター業務件数    2 26 28  

 

（１）事前登録に係る相談 

相談者 相談内容 対応 

20 代発達障害を持

つ息子の母親 

冠婚葬祭時の利用は可能か。 

 

対象外であることを説明し、短

期入所の利用について助言。 

90代の単身男性 事業の利用は可能か。 対象外であることを説明。 

40代障害を持つ 

息子の母親 

事業の利用は可能か。30人を

超えると利用は出来ないの

か。 

説明の上、計画相談へ相談する

様に助言。 

20 代自閉症の息子

を持つ母親 

事業の利用は可能か。30人を

超えると利用は出来ないの

か。 

説明の上、計画相談へ相談する

様に助言。 

70代知的障害 GHに 

入居している兄の

弟 

GHの退所後に事業の利用は可

能か。 

対象外であることを説明。 

60 代要支援 1 女性

の元夫 

事業の利用は可能か。 

 

対象外であることを説明し、制

度やサービスについて助言。 

知的障害（自閉症）

を持つ息子の母親 

冠婚葬祭時の利用は可能か。 

 

対象外であることを説明し、制

度やサービスについて助言。 

30 代ダウン症を持

つ息子の母親 

事業の利用は可能か。 

 

対象外であることを説明し、計

画相談へ相談する様に助言。 

 

（２）他のコーディネーター業務 

区分 業務内容 件数 

普及啓発 GHの空き状況を自立支援協議会 HPにて開示 1 

地域定着支援事業所および特定相談支援事業所への事業説明 25 

利用促進 指定特定相談支援事業所からの相談対応 1 

関係機関にてケース検討の実施 1 

 

資料４ 



 

厚生労働省 第 124回市町村職員を対象とするセミナー資料より 

 

資料５ 

 

 



継続支援が必要な障がい者への相談支援フロー       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談者（障がい者、家族など） 

相談支援事業所、委託相談、基幹相談、市（障がい福祉課） 

委託相談 相談支援事業所 

他の制度支援者（行政等）、病院等 

障害福祉サービスが必要な相談 

基幹相談支援センター（個別支援会議） 

生活上の相談 等 

相 

談 

 

相
談 

連 携 

相
談 

支援が困難な場合 

申
込
み 

Ｎｅｗ！！ 

Ｎｅｗ！！ 

サービス終了 

サービス開始 

申請の促し 
申込みの促し 

支給決定 
支援の決定 

申請 

申込み 

支援が困難な場合 

サービス等利用計画案 

サービス等利用計画 

申
込
み 

他の制度支援者（行政等）、病院等 

繋
ぎ 
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支援が困難な場合の対応フロー                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託相談・計画相談 

（基幹相談支援センター主催）個別支援会議の開催 

基幹相談支援センター 

事例の検討結果は相談支援部会で共有、相談支援のスキルアップに活用 

新たな支援の介入 計画相談の変更など 

申
込
み 

支
援
継
続 

Ｎｅｗ！！ 

支援が困難と判断した場合 

相談支援者と課題の整理 

リスクマネジメント、役割分担 etc 

未解決 解決 

月１回開催 

支
援
継
続 

相談支援者と面談 

役割分担、対応方法の整理、方向性の統一 など 

役割の明確化 

社会資源への繋ぎ 
相談支援事業所 

特定加算取得事業所 

役割の明確化 

障害福祉事業所 

自立支援協議会 

【参加者】 

基幹相談、委託相談 

計画相談、特定事業

所加算取得事業所、

その他地域資源、行

政、市、当事者ｅｔ

ｃ 

重要！！ 

資料７ 



釧路市障がい者自立支援協議会 専門部会の在り方について 

 

１．第１回運営会の振り返り 

・ 専門部会の在り方として、情報共有も大事であるが、地域の課題を解決する機能が

求められる。 

・ 事務局（市・基幹相談支援センター）が主導して運営するのではなく、役員（部会

長・副部会長）が中心となって運営し、地域の課題を協議する。 

・ 各専門部会で協議した地域課題を運営会で検討する。 

・ 部会員が議事録を作成する。 

 

２．令和４年度以降の専門部会について 

＜現状と課題＞ 

各専門部会で、事務局、役員、部会員の役割が異なっており、活動内容に差がある。 

＜目指す方向性＞ 

各専門部会の事務局、役員、部会員の役割を統一化し、役員及び部会員が主体とな 

って地域課題を協議できる部会とする。 

 

３．各専門部会で検討すること 

・ 第３回運営会（１０月を予定）までに、役員や部会員が以下の役割を担うことが

できるかを各専門部会で検討する。 

【専門部会運営における役割検討表】 

 
役割 役員対応 部会員対応 

役員及び部会員が実施できない理由 

（事務局が実施すべき理由） 

役員会 日程調整    

議題の立案    

打合せ資料の作成    

当日の進行    

部会 

開催前 

案内文作成    

案内文送付    

出欠の集約    

当日資料の作成    

資料印刷    

部会 

開催当日 

会場準備    

当日の進行    

部会 

開催後 

議事録の作成    

 

資料８ 

◎役員・部会員の対応可否や対応できな 

い理由を検討してください。 

 

◎検討結果を、９月１７日（金）までに 

各専門部会の市担当者を通じて報告 

してください。 

 

◎検討結果から、統一した役割での対応 

案を事務局で作成し、次回の運営会で 

提案いたします。 

 

 


